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Ⅰ．広域停電の発生状況，復旧状況 
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Ⅰ．広域停電の発生状況，復旧状況 

■東北地方太平洋沖地震の概要 

 （気象庁ホームページより） 

 発生日時 ：２０１１年３月１１日（金）１４時４６分 

 地震規模 ：Ｍ９．０  

       （震源深さ 約２４ｋｍ） 

 震央位置 ：三陸沖 

      （牡鹿半島の東南東 

        約１３０ｋｍ付近） 

 各地の震度：震度７（宮城県栗原市）  

       震度６強 宮城県，福島県 

            茨城県，栃木県 

 津波の状況：北海道から沖縄にかけての 

       太平洋沿岸で高い津波を観測 
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Ⅰ．広域停電の発生状況，復旧状況 

■広域停電の発生状況と地域 

3/11 14:46頃 発生 地震 

供給支障電力 
約７９０万ｋＷ 
（地震前需要の約６割が停電） 

最大停電戸数 約４６６万戸 

停電地域 
全域：  青森県，岩手県，秋田県 
ほぼ全域：宮城県，山形県 
一部：  福島県 

停電復旧状況 

発災後 ３日で約８０％※の停電を解消 

発災後 ８日で約９４％※の停電を解消 

         ※復旧作業に着手不可能な地域を含む 

６月１８日１１時３分に 
復旧作業に着手可能な地域の停電はすべて復旧 
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Ⅰ．広域停電の発生状況，復旧状況 

■東北電力の火力発電所・原子力発電所の状況 

 能代火力発電所 

運転中 

 秋田火力発電所 

運転中 

 東新潟火力発電所 

運転中 

 酒田共同火力発電所 

運転中 

 新潟火力発電所 

運転中 

 八戸火力発電所 

運転中 

 東通原子力発電所 

1号機 停止中 

 女川原子力発電所 

1号機 震災による停止 

2号機 停止中 

3号機 震災による停止 

 仙台火力発電所 

4号機 震災による停止 

 新仙台火力発電所 

1号機 停止中 

2号機 震災による停止 

 相馬共同火力 新地発電所 

1号機 停止中 

2号機 震災による停止 

 原町火力発電所 

1号機 震災による停止 

2号機 停止中 

 常磐共同火力 勿来発電所 

7号機 震災による停止 

8号機 運転中 

9号機 運転中 

（  ８月末現在も停止中の発電機） 

震災で停止 運転継続 
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Ⅰ．広域停電の発生状況，復旧状況 

■水力発電設備の被害状況 

○水力発電設備では，地震動により発電所への落石など軽微な被害が発生。 

設  備 単位 被害数 復旧済み 

水力発電 
設備 

ダム 箇所 0 0 

水路 箇所 19 9 

発電所 箇所 4 3 

変圧器 台 1 1 

断路器 台 0 0 

その他機器 台 4 2 

注1）設備被害数は本震の他，津波や余震により発生した被害を含む。 
注2）設備被害数は今後の点検・調査結果により変動する場合あり。 
注3）復旧済みには本復旧・仮復旧含む 
注4）（ ）内は津波による被害再掲。 

[H23.7.5現在] 
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Ⅰ．広域停電の発生状況，復旧状況 

■変電設備の被害状況 

○  太平洋側の変電設備では，津波による周辺構造物の瓦礫や車両等の流入に
よる変電所損壊など大きな設備被害が発生。 

○  内陸部では，地震動による機器類の破損等が発生。 

注1）設備被害数は本震の他，津波や余震により発生した被害を含む。 
注2）設備被害数は今後の点検・調査結果により変動する場合あり。 
注3）復旧済みには本復旧・仮復旧含む 
注4）（ ）内は津波による被害再掲。 

[H23.7.5現在] 

設  備 単位 被害数 復旧済み 

変電設備 

 変電所 箇所 75 (9) - 

主要変圧器 台 90 (23) 62 

遮断器 台 177 (171) 16 

断路器 台 403 (331) 134 

その他機器 箇所 917 (848) 180 
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Ⅰ．広域停電の発生状況，復旧状況 

■送電設備の被害状況 

○  太平洋側の送電設備では，津波による周辺構造物の瓦礫や車両等の流入に
よる送電鉄塔倒壊など大きな設備被害が発生。 

○  津波以外では，地震動による支持がいしの折損等が発生。 
[H23.6月末 現在] 

設  備 単位 被害数 復旧済み 

架空送電線路 

鉄塔被害（倒壊・折損） 基 37 （37） 12 

がいし被害 基 23 17 

電線・地線被害 径間 9 9 

その他被害 線路 221 

地中送電線路 

ケーブル被害 件 14 (11) 2 

管路被害 箇所 1 0 

洞道被害 箇所 0 0 

その他被害 線路 37 

注1）設備被害数は本震の他，津波や余震により発生した被害を含む。 
注2）設備被害数は今後の点検・調査結果により変動する場合あり。 
注3）復旧済みには本復旧・仮復旧含む 
注4）（ ）内は津波による被害再掲。 
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Ⅰ．広域停電の発生状況，復旧状況 

■配電設備の被害状況 

○配電設備では，津波による電柱等の倒壊・流失が多数発生。 

被害集計：６月１８日１６時現在把握分 津波被害地域は現在調査中 

注1）設備被害数は本震の他，津波や余震により発生した被害を含む。 

注2）設備被害数は今後の点検・調査結果により変動する場合あり。 

支店 
電柱 

高圧線 柱上変圧器 架空開閉器 
傾斜・倒壊等 流失・滅失 

青森 ２７ １２ ５９ １５ 

岩手 １，２７３ ４，７３９ ９６０ ９２３ １８ 

秋田 ２ ８３ ２４ 

宮城 １０，４８７ ７，７３８ １４，１８７ ５，２５１ ７２ 

山形 ３ ５１ １２ 

福島 ６，４２２ ３，１９１ ５，１２５ ２，３４５ １２８ 

新潟 １４ １ ５８ １４４ ２ 

合計 １８，２２８ １５，６８１ ２０，５２３ ８，７１４ ２２０ 
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Ⅰ．広域停電の発生状況，復旧状況 

■復旧体制 

○ 各電力会社は資機材・役務の融通申し合わせに基づき、地震発生直後から応
援準備を行なった。３月１３日から延べ４．２［千人・日］の復旧要員と応急用電
源車４１台（１８，５００ｋＶＡ）などの応援派遣を受入れ、電源対応や巡視・改修
の復旧応援を実施した。 

○ 従来は復旧作業員の衣・食・住に関わる必需品等の手配を受入れ側が手配し
ていたが、兵庫県南部地震の経験を踏まえて、応援側が準備する「自己完結
型」の復旧体制に見直しを行っており、被災地での円滑な復旧作業に効果を発
揮した。 
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Ⅰ．広域停電の発生状況，復旧状況 

■停電の復旧状況 
発災後 ３日で約８０％※の停電を解消 

発災後 ８日で約９４％※の停電を解消 
６月１８日１１時３分に復旧作業に着手可能な地域の停電はすべて復旧 

最大４６６万戸 

※復旧作業に着手不可能な地域を含む 
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Ⅱ．発生原因 
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発電所から一般家庭へ送られる電気の流れ 

Ⅱ．発生原因 
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Ⅱ．発生原因 

■広域停電の発生原因 

拡大 

北部 

南西部 

分離後， 
停電 

北部 

南西部 

当該変電所 

：遮断箇所 

岩手方面 

秋田方面 

山形方面 

➢宮城県中部にある変電所近傍を中心とした２７万Ｖ  
送電線や一次変電所に短絡・地絡がほぼ同時に多数発生 

 （設備被害に至らなくても，短絡・地絡が発生する場合がある） 

➢設備保全，保安確保のため短絡・地絡設備を系統から遮断 

➢電力系統が当該変電所を境に北部と南西部に分離 

➢北部系統内の需要が供給力を上回り，周波数・ 
 電圧が大幅低下し，火力発電所が停止 

➢北部系統の広域停電発生 

50万V送電線（停止） 

27万V送電線（停止） 

（ 凡 例 ） 

変電所 

火力発電所 開閉所 交直変換所 

水力発電所 原子力発電所 変圧器 

50万V送電線 

27万V送電線 
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Ⅱ．発生原因 

■変圧器ブッシング破損 

＊変圧器とは，電圧を変換する機器。トランスとも呼ぶ。 

 ブッシングとは，変圧器などの機器に電線を接続する部分。  
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Ⅱ．発生原因 

■断路器がいし折損 

＊断路器とは，点検時などに電気回路を開閉するスイッチ。  
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Ⅱ．発生原因 

■避雷器がいし折損 

＊避雷器とは，雷の電気を大地に逃がし変圧器などの機器の 

 損傷を防止する装置。  
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Ⅱ．発生原因 

■送電線支持がいし折損 

＊支持がいしとは，鉄塔から電線を支持する棒状の絶縁体。  
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Ⅲ．その後の事業者の取組み状況 

（再発防止対策） 
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Ⅲ．その後の事業者の取組み状況（再発防止対策） 

・平成２５年１０月に運開を予定していた
５０万Ｖ北部系統（十和田幹線・北上幹
線）の運開を前倒しした。 

➢十和田幹線 

  平成２３年６月２５日運開 
 
➢北上幹線 

  平成２３年６月１８日運開 

１．５０万Ｖ送電線の早期運開 

・短絡・地絡に強い５０万Ｖ送電線が
１ルート追加されることにより，東
北北部と南西部の連系が増強された。 

 

十和田幹線 

北上幹線 
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支持がいし折損個所への暫定対策として，懸垂がいし連を追加。 

支持がいしが折損した場合でも，電線の脱落を防止し電気事故を防ぐ。 

                   （平成２３年４月実施済み） 

Ⅲ．その後の事業者の取組み状況（再発防止対策） 

２．送電設備の対策 

暫定対策写真 
 

拡大写真　（鉄塔内側から撮影）

折損，取替した

支持がいし

【暫定対策】
懸垂がいし連

追加

ジャンパー線 

＊懸垂がいし連とは，鉄塔から懸垂させて電線を支持する絶縁体が連なったもの。  
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Ⅲ．その後の事業者の取組み状況（再発防止対策） 

２．送電設備の対策 

恒久対策写真 

支持がいし折損個所への恒久対策として，折損の可能性がないＶ字形の
懸垂がいし連に取替えを行った。（平成２３年７月実施済み） 

対策前（暫定対策後） 
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Ⅲ．その後の事業者の取組み状況（再発防止対策） 

３．変電設備の対策 

変圧器ブッシングの比較 

油入磁器がい管 

ブッシング 

新素材 

ブッシング 

断面図 断面図 

磁器がい管 シリコーンゴム外被 

導体 

絶縁油 エポキシ樹脂 

変圧器,断路器,避雷器などのがいし部分損傷への恒久対策として以下を実施 
・変圧器ブッシングへの軽量かつ衝撃に強い新素材の採用 

・断路器への高強度がいし採用拡大の検討 

・避雷器への軽量かつ衝撃に強い新素材採用の拡大 

・早期復旧に備えた予備品（変圧器ブッシング，断路器の支持がいしなど）の追加配備 
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以下 参考 
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(参考)火力発電設備（仙台火力発電所） 

仙台火力の津波被害 

 （下から上の方向に津波襲来。事務所本館３階から撮影） 
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(参考)火力発電設備（原町火力発電所） 

原町火力の津波被害 （倒壊した揚炭機） 
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(参考)変電設備 

・周囲柵流失 

・構内ガレキ堆積 

・屋外機器壊滅・流失 

・建屋流失（基礎残置） 

・屋内機器壊滅・流失 

 

構内状況 

変電所被害状況（宮城県南三陸町） 
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(参考)送電設備 

鉄塔倒壊（岩手県大槌町） 



p29 
(参考)送電設備 

鉄塔倒壊（宮城県多賀城市） 
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(参考)配電設備 

道路損壊による電柱傾斜（福島県福島市） 
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(参考)配電設備 

津波により漂流物が大量に流れて電柱が傾斜 
（岩手県釜石市） 


